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【変革、革新に必要なサイエンスの心】 

 

当ＨＰでは以前、ノーベル物理学賞受賞 江碕玲於奈博士の 『サイエンスの心』をレポ

ートさせていただきました。この中で博士は次のように述べられています。 

これからは人間のため、人類生存のための知識がますます重要度を増

す時代である。将来は、現在の延長線上にあるのではなく、今までに

無い革新的なものの誕生により創られる！この革新を生み出すには

先入観念に捉われず、いつも疑いの目を持って物事の核心を見抜こうと

する「サイエンスの心」 を持ち続けることが必要である。 

今までの行き掛かり、呪縛やしがらみに捉われると、洞察力は鈍り、創造

力は発揮できない。 

 

【最近のニュースから】 
 
そんな、人間のため、人類生存のための革新的な発見、取り組み 

を扱ったＴＶ番組が目に留まりました。 
 

■ ひとつは、“人の皮膚から「万能細胞」”京都大再生医科学研究所の山中伸弥教授らと 
米ウィスコンシン大のチームがそれぞれ、人の皮膚細胞に遺伝子操作を加え万能性を 
持つ胚性幹細胞（ＥＳ細胞）のように、さまざまな細胞に成長できる人工幹細胞をつく

ることに成功したとのニュースです。 

ＥＳ細胞のように人の受精卵や卵子を必要とせず、倫理問題を回避できるのが最大の 
利点であり、今後の再生医療の分野に飛躍的貢献をもたらす画期的発見だそうです。 
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整形外科の臨床医として勤務していたとき、ある重症患者との接触に感化 

され、より多くの患者救済を目指し基礎研究の分野へと入った。 

当初は、薬理学の研究からスタートしたがそこでの限界を感じ、アメリカ 

に渡った。アメリカでは、遺伝子操作マウスの研究に従事しその研究過程 

で偶然 ES 細胞(胚性幹細胞)の分化を左右する遺伝子を発見した。 

この遺伝子研究を推し進める道筋として、従来の胚芽細胞からの展開ではな

く、分化後の皮膚細胞からの展開へと発想を転換し、今回、人工多能性幹細胞

（iPS 細胞：induced pluripotent stem cell）を確立しました。 

山中教授 



■ あとひとつは“走るクルマの『振動』で発電”のニュースです。 

こちらは、首都高を走るクルマの振動エネルギーを電気エネルギーに変換してイルミネ

ーションなどの消費エネルギーを賄おうとする試みです。 
ご存知のように、「スピーカー」は電気エネルギーを振動エネルギーに変換して音を鳴ら

していますが、この原理を逆に利用したのがこの技術で、「圧電素子」が使われています。 
また、ＪＲ東京駅では乗客が改札を通る際踏みしめる床の振動で電気を起す「発電床」

として実証実験が行なわれています。 

 

この技術に着目したある電気メーカーでは、リモ 

コンボタンの押し下げを利用して電気を発生させ 

る「バッテリーレスリモコン」の研究開発に既に 

着手するなど、これからのユビキタス社会における 

電力供給源の確保に対する解決策としても大いに 
期待されています。このように活用範囲が多岐に 
わたることから、応用分野を特定することなく 
様々な研究が行われており「太陽光発電」、「風力 
発電」、「音力発電」と並びエコエネルギーとしても 
注目を集めています。 

 

【発見者、研究者へのインタビュー】 
 
注目したいのは番組中での研究者へのインタビューです。 
 

万能細胞を手掛けた京都大学の山中教授は、倫理的問題の残る従来のＥＳ細胞から離れ、

逆に
．．

分化した組織や器官の細胞に分化全能性を求め研究を重ねたそうです。 
 

慶應大SFCの速水浩平さんへのインタビューでは、今まで押さえ込まれ、捨てられていた

振動への着目過程がよく理解することができました。 

 

お二人の研究分野は異なりますが 共通 しているのは次の点です。 
 

■ 先入観念 （＝今までの行き掛かり、呪縛やしがらみ）に捉われずに発想の転換を

行なっている。     これぞ“サイエンスの心” 

 

■ 研究に止まることなく、体制面、財政面などの次なるマネージメントに自らが挑ん

でいる。 

 

東京駅での発電床の実証実験（昨年度） 

       ＪＲ東日本の案内から 



☆ 京大の中山教授は、文部科学省等関連機関に積極的に出向き、自ら折衝を行い研究

基盤の財政的充実と裾野の広がりをマネージメントしている。 

 

・ 科学技術振興機構（ＪＳＴ）は文部科学省の方針（「ｉＰＳ細胞（人工多能性幹細胞）

研究等の加速に向けた総合戦略」）に基づき、戦略的創造研究推進事業において

「ｉＰＳ細胞等の細胞リプログラミングによる幹細胞研究戦略事業プログラム」を設け、

多能性幹細胞（ｉＰＳ細胞）研究の一層の推進に取り組む。 

・ 2007年11月23日、5年で70億円を支援する事を決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 慶應大SFCの速水浩平さんは、大学内ベンチャー企業を起して、研究に止まらず、

資金を必要とする実証実験を協同研究できる企業へのアプローチをしている。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発電床の説明をする速水浩平さん 
速水さんは、㈱音力発電の代表でもある。 

㈱音力発電の説明資料 

ユビキタス社会における『発電床』の応用 より 
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【資料保存に求められるフォーカスの変換】 

 

翻って、我々を取り巻く「文書管理」、「資料管理」の現状はどうでしょうか？ 

 

発想の転換は？ マネージメントは？ と問うた時、 

こと行政文書に限って言えば、まだまだ物足りなさが残るのではないでしょうか！ 

 

私ども「文書管理通信」では最近２つの講演、新聞連載をレポートさせていただきました。 

 

 

 

 

国立国会図書館顧問の安江氏は、情報保存研究会／日本図書館協会 共催シンポジウムの 

基調講演 『資料保存の再設計』 のなかで、保存資料に対する捉え方に触れ 
「モノ」から「機能」へとフォーカスを転換

．．．．．．．．
することが大切である。そのためには“利用のための保

存”すなわち『プリザベーション・マネジメント』の考え方と実践 が必要だ、と述べられています。 

 

各団体ではセミナー・シンポジウムの形で、専門家諸氏の研究発表など啓蒙活動が盛んに

開催されています。開催に向けてのご努力たるや並々ならぬものと推察いたします。 

計画立案、予算獲得にと日々ご努力なさっている皆様からお叱りを受ける事を覚悟であえ

て申し上げますと、このような会に参加して感じることは“今一歩のマネジメントを！”

です。 国や関係諸団体に対してこれからやらねばならない“働きかけ”を“誰が、いつ、

どのように”やるのか？を明確に提示
．．．．．

し
．

行動に移す
．．．．．

ことが必要ではないのかと思います。 

 

 

 

 

日本経済新聞の連載 『現代を歴史に刻む アーカイブズ新しい芽』 でも紹介しましたように、 

資料保存の重要性が再認識されアーカイブズへの気運が高まりつつあります。 

総理をはじめ国が積極的な動きを見せつつあるこの時にこそ、関係諸団体での連携が必要で

はないでしょうか。 早急に基盤整備を行ったうえでの強力な働きかけが望まれます。 
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１．マネジメントの推進 

２．気運を逃さずに！ 



【参考コンテンツ】 

■ 文書管理情報満載「NEWS ABC」 

■ ノーベル物理学賞受賞 江崎玲於奈 博士 「私の履歴書」 ー サイエンスの心 

■ 【 日本経済新聞 連載記事 】 

“ドキュメント 挑戦” 「現代を歴史に刻む アーカイブズ 新しい芽」 

■ 国立国会図書館顧問 安江明夫 氏  

資料保存の再設計 - 図書館・アーカイブがその使命を果たすために 

■ 静岡大学大学院情報学研究科 清 水 惠 枝 氏 
『自治体と公文書館が共有する行政文書データ記述モデル』 

―公文書館における行政文書目録記述実態調査から― 
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